
シーン５調剤薬局の受付にて

それでは次の動画に移ります。

調剤薬局の受付でのシーンです。

どこがオカシイのか？後ほどいっしょに

『もっとぱっとスピード問診票』をチェック

しましょう。

それではご覧ください



シーン５調剤薬局の受付にて

動画上映



シーン５調剤薬局の受付の解説

いかがでしょうか？

やっぱりなんかヘンですよね。

どこがヘンなのでしょうか

薬剤師が忙しいのは重々承知していますが、

こういう場面もサラッとやり過ごさないで、

必ず『もっとぱっとスピード問診票』を

チェックしましょう。

それではチェックを入れてみましょう。



シーン５調剤薬局の受付の答え合わせ

いかがでしょうか？

私はここにチェックを

つけました

☞１－１、１－８



シーン５調剤薬局の受付での解説

明らかな「記憶障害」があります

左段の４番目以下にチェックが入りますから、

認知症がおおいに疑われます。

服薬管理ができていない可能性があります。

中段の６番にチェックが入れば、もはや中度の

認知症です。

実際は、生活が困難になりつつあるのかもしれ

ません。



シーン５調剤薬局の受付での解説

しかも、さらに気がかりなのは、連れて来た息子

が「自分の母親は認知症かも？！」と疑っている

素振りがないことです。

息子にとってはこの女性は、高齢者というよりも

「ただの母親」にすぎません。息子は母親を認知

症とすぐには認めたくないでしょうし。

しかもこの女性に処方箋を発行した主治医も、こ

の女性が“認知症疑い”であることに気がついてい

ないかもしれません。



シーン５調剤薬局の受付のこの後の対応

以上の理由から、このワンシーンの中だけでも、

薬剤師のとるべき行動は沢山あります。

「なんかヘンな人！」「トシだからね～」「もし

かしたら認知症なんじゃないの？」で済ませてし

まってはいけません。

まずは、必ず『もっとぱっとスピード問診票』に

チェックを入れましょう。

次に、生活にどれくらい支障が出ているのか、調

査が必要です。



シーン５調剤薬局の受付のとるべき対応

もしも息子さんから「おふくろがなんだかヘン

なんですよ」とご相談があったら、『もっとぱっ

とスピード問診票』をお渡しして、息子さんに書

いてきてもらうとよいでしょう。

そして、書いて持参してくれたらなら、薬局では

それを複写して保存しましょう。そして「この結

果を主治医に次回にお見せください。どんな説明

があるか、また教えてくださいね」と伝えましょう。



シーン５調剤薬局の受付でのその後の対応

薬剤師の側からも、主治医に働きかけましょう。

この人に処方箋を発行している主治医には、薬剤

師が書いたものでも、息子が提出してくれたもの

でもよろしいので、記入の済んだ『もっとぱっと

スピード問診票』を主治医に提出してみましょう。

そして「先生、この人はやはり認知症なのでしょ

うか？」と問いかけましょう。



シーン５調剤薬局の受付でのその後の対応

でももし、息子に心配する素振りが感じられない、

あるいは、薬剤師からせっかく主治医に相談して

いるのに、医師が聞く耳を持たない（実はそうい

う医師が結構多い）ならば…

この『もっとぱっとスピード問診票』を携えて、

地域包括支援センターにご相談ください。

認知症サポート医などを介して、別のルートから

認知症の診断をつけられるかもしれません。



シーン５調剤薬局の受付のその後の対応

もしもその人に「認知症」の診断がついた場合は、

あなたの薬局での応対方法が変わってくるのでは

ないでしょうか？

そして「ご自宅に訪問して薬剤の管理をしてさし

あげられます」とお勧めしやすくなるかもしれま

せん。



シーン６ケアマネのモニタリング

さてこれまでは、医師・歯科医師・薬剤師が出会う

「認知症あるある」でした。

この三師の場合は、今までご覧いただいたように

「記憶障害」の症状に出会うことがほとんどです。

ですから、逆に言えば「日常生活がどれくらい不

具合なのか？」「その他の認知症の症状はあるの

か？」は容易には分からないのです。

ですから、その点を地域包括支援センターにお願い

して調査してもらいましょう、という話でした。


